
本タスクフォースにおける今後の取組計画（素案）

2026年度 2027・28年度 2029・30年度 2031年度～

〇本年4月21日に開催された循環経済（サーキュラーエコノミー）に関する関係閣僚会議では、循環経
済行動計画をとりまとめ。食品分野以外を含めた再生プラスチック利用全体については、再生材の需
要性向上と需要拡大に向けた環境整備にとりくむこととしている。

〇食品容器包装については、本TFにおいて、再生プラスチック利用全体に係る状況も定期的に情報共有
しながら、先行的な取組の組成や取組拡大を支援してはどうか。

新技術の情報提供・共有 [TF]

コスト調査・結果
共有 [農水省]

コスト分析の精緻化やコスト低減に向けた課題検討、

継続的な需要予測実施 [TF]

先行分野から順次、環境配慮設計認
定や再生プラの供給・需要把握や利用
拡大のための具体的施策を検討

先行事例の創出、TFの取組や先行事例に係る情報発信

資料２-２
令和８年４月21日

循環経済（サーキュラーエコノミー）に関する
関係閣僚会議（第４回）資料３（抜粋）

循環経済行動計画（施策集）
（令和８年４月21日）より抜粋
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